
 
 

令和４年度第５回矢巾町立学校通学区域審議会報告書 

１ 開会（午後６時 30 分）（進行 村松学校教育課長） 
 
２ 委嘱状交付 
  B 委員が代表受領 
 
３ 挨拶 

田村会長から「今回で通算すれば第 5 回目のこの審議会となり、いよいよ 9 月の答

申に向けての作業も大詰めである。昨年度は各地区のことから矢巾町全体のことを様々

な子ども達にとってよりよい教育環境がどうあればいいんだろうというあたりを中心に

町全体の姿を見ながら審議の方を進めてきたが、今年度は、答申に向けてのまとめの作

業、今後の矢巾町の教育のあり方、教育環境の整備等について、皆様からご意見をいた

だければありがたい」旨挨拶。 

 

４ 議題（進行 田村会長） 

（１） 令和３年度矢巾町立学校通学区域審議会における審議内容の確認について 
今年度から新任の委員もいることから、高橋学校教育課長補佐が資料に基づき、こ

れまでの審議内容について説明。 

なお、冒頭に、今回の資料については、内部的な資料のため審議会以外の資料とし

て使用しないよう説明。 
 

〇K委員 
二つの新しい田中地区、下花立地区に関しては概要版で出ていたと思が、南矢幅２

区、南矢幅５区など他の地区に関しては、現状のままということか。 

 

〇高橋課長補佐 
他の行政につきましては現状のままとなるが、行政区の新しい地区が増えることによ

って行政の再編という考え方が出てくる。現状は今のままだと、行政区＝学区に当ては

めるというような考え方だが、今並行して議論しているのが、先ほどの藤沢第二地区と

田中地区と下花立地区、それぞれ藤沢行政区、南矢幅２区、南矢幅５区になっているが、

そこがそのままその行政区になるか。あるいは新しい行政区となるかということも並行

して議論を進めていきたいなというふうに考えている。 
 
〇J委員 

スクールバスはスムーズに運営しているようだが、現状で何か困ったことなどあるの

か？  
 
〇高橋学校教育課長補佐 



 
 

利用者の方にとってはスムーズにできていると思うが、まず一つは、今の運行体制だ

と直営ということもあるので 300 万ほど掛かっていた。コストの面とマンパワーの面で

現状以上に広がるとなると、なかなか直営では難しいと感じている。令和 3 年度までは

実は徳田小学校と不動小学校と煙山小学校で 4 台、冬期間だけ運行していたが、実は今

年度当初に県交通で一部区間が運行停止になり、スクールバスというよりはそちらの停

止になった路線、時間帯を子ども達がよく利用していたので、そちらの区間を直営バス

で運行しているような状況である。それもやはりコストが上がっているというところで

はあるが、安全安心といった部分では、今後もしっかりやっていきたいと思っている。 
 あとは毎年利用者の増減がある。昨年度 4 台で済んでいたが、例えばこれから５台６

台と増えていく可能性もある。 
 令和 2 年度は、学校ごとにそれぞれ運行したが、今年度は、利用者の人数あるいは場

所によって最初煙山小学校の子どもを乗せた後に不動小学校の子どもを乗せて不動小学

校へ行くというような調整をしながら 1 台で済むような運行体制にしていたので、そう

いった調整のところで、かなり苦慮した現状はある。 
 
〇J委員 

もう一つお聞きしたい。スクールバスの件だが、乗合のため遅れることもあるのか。 
 
〇高橋学校教育課長補佐 

学校が始まる前には着く体制ではある。昨年度、学校の方でコロナも関係があり、コ

ロナ予防ということで、便を特定し急遽運休をして親に迎えに来てもらうような状況も

あったが、運行につきましては遅れるといったことはなかった。 
 
〇G委員 

直営バスとは、町バスもあって、スクールバス専用として 3 台あるということか。 
 
〇高橋学校教育課長補佐 

直営バスが 3 台である。大型バスがなくなったため、マイクロバスが 3 台と、レンタ

ル１台の合計 4 台体制で動いていた。スクールバス専用ではなく、町民の方も利用する

公用車のため、最優先で朝と夕方をお願いしているという形である。また、日程によっ

ては、公用車として使えない場合は、レンタル会社から借りてきて、常時運行できるよ

うな体制をとっていた。 
 
〇G委員 

スクールバスという見方も大切だが、免許返納高齢者という部分、移動弱者という部

分で考えたとき果たしてこれでいいのかと考えている。全体で考えると、スクールバス

の運用も合わせて考えられていくのではないかと思っている。スクールバスだけで考え

るとなかなか難しいが、町内の移動弱者の部分を考えながら合わせて作っていくと、も

う少し補強はできるのではないかと思ったりしている。直営での予算配分のことが私は

よくわからないが、何かしら工夫ができないなと思っている。自分がそろそろ移動弱者



 
 

に入ろうとしている段階にきているので、深刻に考えるようになっている。説明をお願

いしたい。 
 
〇高橋学校教育課長補佐 

まさに今お話いただいた件について本当に深刻に感じたのは、3 月ごろに県交通一部

路線停止というところで、まさに公共交通が止まったことによって、たまたま停止にな

った時間帯の路線が煙山小学校の子ども達がほぼ利用する時間帯だったため、我々とし

ても最優先で何とかしなきゃならないというので、子ども達を最優先で考えさせてもら

ったが、その中でも県交通との絡みもあり公共交通全体的な政策のところを企画財政課

が担当しているため、そちらの方とも共有して、それはバスに限らずだが公共交通の交

通政策としてしっかりやっていかなきゃならないなっていうことは、共有している。

我々もスクールバスだけではなく、公共交通という観点で、効率よく運行できるような

施策として考えていきたいというふうに感じている。 
 
〇F委員 

スクールガードの増員を検討ということだが、増員に向けて考えていることが何かあ

るのかお聞かせ願いたく思う。私も子ども達が本当にスクールガードの方々にお世話に

なって安心して通学を任せていた。 
 ただスクールガードの方々も年々高齢化しており少なくなっているというふうに聞い

ており、今後増員をするにあたってボランティアは無償ボランティアだけではなく有償

のボランティアも考えているのかなと想像しているが、どのように増員を考えているか

説明があればお願いしたい。 
 

〇田村会長 
委員さんから出された意見ではあるが事務局で、もし何かコメントできることがあれ

ばお願いしたい。 
 
〇高橋学校教育課長補佐 

スクールガードは委員の要望でもある。一番は子ども達の安全安心な通学を確保する

という部分だが、やはり委員がお話されたとおり成り手が少ないということがある。予

算を考えなければ、一番早いのは民間委託だが、現状では苦しい。やはり一番はボラン

ティアをより一層募ることかと思う。コミュニティスクールの協議会でも地域人材の活

用、安全安心の取り組みということが話題になっていたがそういった仕組みを通じてよ

り繋がっていくものと思っておりますし、繋がっていかないと駄目だなというふうに感

じている。そういった中で、スクールガードも一つだが、田植えへのボランティアの協

力等、そういった部分でより一層地域あるいは親のご協力をいただく等、コミュニティ

スクールを通じて、より一層そういった体制を組んでいければと事務局の方では考えて

いる。まずはボランティアで考えていき、その後で有償あるいは委託化できるようにな

るのかなと考えている。 



 
 

 
〇田村会長 

子ども達の安全確保というのは非常に重要な観点だろうと思う。委員からご意見をお

出しいただいて、また今後の審議の中で皆さんからも様々な知恵を拝借しながらだと思

うのでどうぞご協力よろしくお願いしたい。 
 

（２） 答申に向けた今後の検討について 
高橋学校教育課長補佐から今後のスケジュール及び答申のイメージについて説明。答

申のイメージについては他市町村の例を提示しながら説明。 
 
〇田村会長 

今後 2 回の会議を開き 9 月に答申を目指しているということが 1 点。よって答申を出

すにあたって審議というのを改めてまた文言の整理だとか、内容の確認を含めてという

ことで次回は若干時間かかるという話であったので、委員にはよろしくお願いしたい。

そのために資料は事前に皆様にお送りさせていただいて、内容を確認してきていただき

審議の方を円滑に進めていければと思っている。 
 答申で終わりではなく、またスタートということになるので、教育委員会では、この

審議会の答申を踏まえて、年度内を目途にしながら今後の適正規模・適正配置に関して

教育委員会としての基本方針を定めていく作業に今度は入っていく。その流れを私達も

確認をしながら進めていきたいと思っている。答申に関して資料は出しているが、これ

はあくまでイメージということなので、そういう形の答申をまず出していきましょうと

いうことで、かなりの部分は皆さんから 4 回の審議の中で、また今日も含めて 5 回の審

議の中で中心的な部分はいただいているものだというふうには解釈しているが、次回の

辺りでそこら辺を深めていければありがたいというふうに思っている。今の事務局のス

ケジュール等について説明があったが、皆さんからご意見があればお出しいただければ

ありがたい。 
 

〇委員全員 
（意見なし） 
 
〇田村会長 

それでは本日与えられた議題が終了したので以上をもちまして、本日の議題の方は閉

じさせていただく。 
 
５ その他 
〇高橋学校教育課長補佐 

事務局から次回の審議会の開催時期について６時からの開催にしたい旨説明。 

〇委員全員 

（了承） 

 



 
 

〇J委員 
住宅の団地の進捗状況はどうなっているのか。 

 

〇高橋学校教育課長補佐 
新住宅地の開発状況について、今日の審議会の前に開発行為担当の部署に確認したが、

販売は、予定どおり令和５年度中には行いたいとのことだった。まだ細かい区画数等は、

私の方には情報提供は来ていないため、情報をいただいているのはそこまでである。 
 

 
６ 閉会（午後７時 30分）（村松学校教育課長） 
 


